
目標　高齢社会における安心・安全で質の高い生活の実現

加齢に伴う能力の把握

個人に応じたアシスト技術の提供

心身機能に関する知的基盤の構築

心身機能計測・評価技術の開発
　－高齢者の身体能力、知覚能力等を簡易に計測

低コストで個別対応を実現する支援技術の開発
　－高齢者の運動・感覚・認知機能に個別に対応

加齢特性データベースの構築
　－デザインツール、モデリング等

次世代先進医療・福祉機器技術イニシアチブ（仮称）

２１世紀の医療技術＝キーテクノロジーの産業応用（出口）

高齢社会における個人の生活の質の向上　→　積極的な社会参加を支援

医
療
分
野

福
祉
分
野

技術シーズ

①情報（ネットワーク化）
②システム化（統合化）
③バイオテクノロジー
④ﾏｲｸﾛﾏｼﾝ･ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

社会ニーズ

①医療の生活化/日常化
②医療の低侵襲/無侵襲化
③医療の高度化

研究室レベルの先端医療技術を
産業化レベルへ

産業化に向けた
環境整備

・研究環境

・治験環境

・特許政策

・規制／保険制度　
等

先端医療を　　
我が国で実用化

・国民の享受する
医療水準の向上

・医療分野における
我が国産業界の競
争力強化

例：

・血栓、血糖値の無侵襲測定など、疾病
の早期発見や慢性疾患のモニタリング
技術

・多機能カテーテル、内視鏡手術のナビ
ゲーションなど、低侵襲手術の高度化

・ドラッグデリバリーシステム等を活用し
た遺伝子治療・再生医療及び画像技術
による体内状態のイメージング技術
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